
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学校が卒業式の準備を進める時期になり、本年度も残り約１か月となりました。新型コロナウイル
スに対する不安を感じながらの日々ですが、さまざまな工夫をし、本年度の教育課程の完了に向けた取
組を進めておられることに感謝申し上げます。そのような中、局としてもこの時期にあった学校支援が
できればと考えています。HPに掲載されるなど比較的容易に活用でき、１年間の学習内容のまとめや定
着を確認するために使える教材を紹介します。既に取り組まれている学校に伺うと、定着や復習などに
大変有効であるとのことでした。ぜひ残り１か月のまとめとして、また春休みの家庭学習の参考としてご活
用いただき、来年度の学びにつなげていきましょう。 

「うち読書」 
ある学校では、毎週末に家族と一緒に読書をする

「うち読書」の取組を行っています。読書の楽しさ
を味わいながら、親子で会話することで、 
感じたことを表現する力もつきます。 
 
 

読書で表現力をつける！ 

 

 

 使えるコンテンツ満載！教科書会社の HP 

◇光村図書…「授業に役立つ！サポート資料室」。
「教科書の言葉 Q＆A」や「作者・筆者イ
ンタビュー」等。 

 タブレット等で学ぶ！ 

R3 研修パッケージ 
全国学力・学習状況調査の結果から、学

習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくりに
ついて考える。 
クラスコード【cicedgt】 
※研修パッケージを活用された後は、アン
ケートへの入力も忘れずにお願いしま
す。 

授業や家庭学習でそのまま使える！ワークシート 

◆小学校算数単元到達度評価問題 
各単元で身に付けるべき力を踏まえた授業実践を行うと 

ともに、各単元末で到達度を確認するための問題。ＰＤＣＡサイク

ルを確立し指導と評価の一体化を図ります。 

  （例）・家庭学習の課題として 

・市販テストの前後で、確認プリントとしても 

◆コバトン問題集 
（埼玉県教育委員会 HP 掲載） 
学力レベルを意識した問題プリントです。小学校では、国語・

算数・理科、中学校では国語・数学・理科・英語の問題が準備

されています。 

  （例）・授業中の適用題として 

・家庭学習の課題として 

・活用する力を育てる問題作成の 

参考として 
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させるだけではなく、なぜ間違えたのか、どう考えるの
かを指導することで、学力の確かな定着につながります。 

その４ 

◇啓林館…小学校算数・理科、中学校数学の「授業
支援・サポート資料」。基礎定着ドリル、
各章ごとの自己評価テスト、全国学力・
学習状況調査をもとにした「教科書を活
用した指導のポイント集」等。 

情報リテラシーの指導を
根気よく続けていくことが
求められます。 

 この１年で、児童生徒の端末活用
の機会や内容が充実しました。個別
最適な学びのスタイルとして、「タブ
レットドリル」「すらら」などの℮ラー
ニング教材をスキルタイムや授業、
家庭学習等で活用し、復 
習に役立ててみましょう。 

月１回、年に数回実施している学校もあります。 

このレベルは、とっとり学力・学習
状況調査の問題レベルと同じ基
準で設定されています。 


